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Ⅰ．調査概要 

 
◆調査対象：令和元年 12 月１日現在、「身体障害者手帳をお持ちの方」「愛の手帳をお持ちの方」

「精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方」「障害者総合支援法の福祉サービスを利用

している、障害者総合支援法対象疾病の患者の方」 

◆抽出方法：調査対象の約 10％の方 17,098 人を無作為抽出 

◆調査方法：郵送によるアンケート形式 

◆調査期間：令和２年１月 10 日～２月７日 

◆回収数 ：6,997 通（回収率 40.9％）有効回答数 6,954 通 

◆集計結果の見方 

① 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットｎは、その設問に対する回答者数をあ

らわす。 

② 回答の比率（すべて百分率（％）で表示）は、その設問の回答者数を基数（件数）として

算出している。したがって、複数回答の設問の場合、すべての比率を合計すると 100％を超

える場合がある。また、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、合計が 100％

にならない場合がある。 

③ 回答者の属性別(居住、居住形態など)の回答状況を示す表(クロス集計)を掲載した。 

 

※概要数値の見方 

 数値はそれぞれ割合(％)を表示。基数の記述があるもの以外は有効回収数を基本としている 

全体（ｎ=6594） 

身体障害者（n=4614）、知的障害者（n=1652）、精神障害者（n=1552）、難病（n=491）注：重複有 

（身体障害者の中で点字回答５件） 

※クロス集計表の見方 

網掛：選択肢の中で、第１位の項目については網掛にしている。 

  

4614人, 66.4％

1652人, 23.8％

1552人, 22.3％

491人, 7.1％

112人, 1.6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害

知的障害

精神障害

難病

無回答

n=6594

複数回答
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＜全体＞ 

 1 

Ⅱ．調査結果 
 

はじめに、このアンケートを記⼊される⽅についておたずねします 
 

問
とい

１  このアンケートはどなたが記入
きにゅう

されますか。（○は１つだけ）  

 

◆ アンケートの記入は、「ご本人」が 66.8％、「ご家族」（29.6％）、「支援者（施設・医療機関の

職員等）」（2.0％）等の順。 

 

 

 

問
とい

１で２番
ばん

から５番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

１-１ 本人
ほんにん

以外
い が い

の方
かた

が記入
きにゅう

するのは、どのような 状 況
じょうきょう

からですか。（○は１つだけ） 

 

◆ 本人以外の方が記入する状況は、「障害状況により、本人が書くことができない」が 33.4％、

「未成年で、意思表示が難しい」（28.7％）、「本人の意思表示が難しい」（24.8％）の順。 

 

 

 

  

66.8

29.6

2.0

0.6

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

ご本人

ご家族

支援者（施設・医療機関の職員等）

成年後見人等

その他

無回答 n=6954

33.4

28.7

24.8

10.2

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

障害状況により、本人が書くことが

できない

未成年で、意思表示が難しい

本人の意思表示が難しい

その他

無回答
n=2258



＜全体＞ 

 2 

あなたやあなたのご家族のことについておたずねします 
 

問
とい

２ あなたの
ねんれい

年齢 
 

◆ 「60 歳以上」が 33.0％、「50 歳代」（19.7％）、「20・30 歳代」（16.7％）等の順。 

 

 

 

 

問
とい

３ あなたの
せいべつ

性別（○は１つだけ） 
 

◆ 「男性」が 55.6％、「女性」が 44.2％。 

 

 

  

2.4

5.6

6.0

17.9

46.6

9.1

11.9

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳（未就学）

6歳～11歳（小学生）

12歳～17歳（中高生）

18歳～39歳（青年）

40歳～64歳（成年）

65歳～74歳

75歳以上

無回答 n=6954

15.1

16.7

15.0

19.7

33.0

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20･30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答 n=6954

55.6

44.2

0.1

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性

女性

その他

無回答 n=6954



＜全体＞ 

 3 

問
とい

４ あなたは現在
げんざい

どこで暮
く

らしていますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 「自宅（親など家族と同居）」が 75.6％、「自宅（1 人暮らし）」（14.4％）等の順に高い。 

 

 

 

問
とい

４で１番
ばん

を選
えら

んだ方
かた

にうかがいます。 

問
とい

 ４-1 
じたく

自宅で
く

暮らしている
ばあい

場合、
いっしょ

一緒に
く

暮らしているご
かぞく

家族はあなたを
ふく

含めて
なんにん

何人ですか。 

問
とい

 ４-2 あなたが
いっしょ

一緒に
く

暮らしている
かた

方すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「２人」が 33.0％、「3 人」（32.3％）、「４人」（22.8％）

等の順。 

◆ 一緒に暮らしている家族は、「母親」（47.6％）、「妻や夫」が 42.9％、「父親」（37.9％）

等の順。 

 

 

 

 

 

  

75.6

14.4

3.7

2.0

2.1

1.3

0.9

0% 20% 40% 60% 80%

自宅(親など家族と同居)

自宅（一人暮らし）

グループホーム

障害児・者の入所施設

（児童養護施設を含む）

高齢者施設、高齢者向け住宅

病院(入院中)

無回答 n=6954

47.6

42.9

37.9

25.3

17.0

15.2

2.8

2.7

1.4

0.4

2.7

1.1

0% 20% 40% 60%

母親

妻や夫

父親

兄弟・姉妹

息子

娘

孫

祖母

祖父

友人・知人・仲間

その他

無回答
n=5260

複数回答

33.0

32.3

22.8

7.4

3.1

1.3

0% 10% 20% 30% 40%

２人

３人

４人

５人

６人以上

無回答 n=5260
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問
とい

５ あなたが
げんざい

現在
く

暮らしているのは
なにく

何区ですか。（○は１つだけ） 

 

 

問
とい

６ あなたの
しゅうにゅう

収入
げん

源は
なん

何ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 収入源は、「年金」が 51.8％、「給料・工賃」（35.0％）等の順。一方、「収入はない」は

17.8％。 

 

 

  

7.0

6.3

2.1

4.2

5.6

6.6

6.2

7.6

4.1

5.3

6.9

4.9

6.3

5.3

7.4

3.5

5.0

3.8

0.9

1.0

0% 5% 10%

鶴見区

神奈川区

西区

中区

南区

港南区

保土ケ谷区

旭区

磯子区

金沢区

港北区

緑区

青葉区

都筑区

戸塚区

栄区

泉区

瀬谷区

市外

無回答
n=6954

51.8

35.0

12.0

8.7

6.4

4.2

17.8

2.8

0.9

0% 20% 40% 60%

年金

給料・工賃

家族からの援助

生活保護

預貯金・資産

手当

収入はない

その他

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 5 

問
とい

７ あなたご自身
じ し ん

の年 収
ねんしゅう

をおたずねします。（年金
ねんきん

、手当
て あ て

、生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

、親族
しんぞく

からの援助
えんじょ

も含
ふく

めて） 本人
ほんにん

が 18歳
さい

未満
み ま ん

の児童
じ ど う

の場合
ば あ い

、主
おも

に生計
せいけい

を維持
い じ

する保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

についてお答
こた

えください。（ ○ は １ つ だ け ） 

 

◆ 年収は、「100 万円以上 200 万円未満」が 21.2％、「50 万円以上 100 万円未満」（19.3％）

等の順。一方、「収入はない」は 9.9％。 

 

 

 

問
とい

8 あなたは「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方
かた

は、「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は１つだけ） 

 

◆ 身体障害者手帳を持っている方は、全体の 66.3％。身体障害者手帳の障害の程度は、「１級」

が 24.0％、「2 級」（13.4％）、「４級」（12.8％）等の順。一方、「身体障害手帳はもってい

ない」は 24.3％。 

 

 

  

4.9

19.3

21.2

11.2

6.7

5.5

11.8

2.2

0.5

2.0

9.9

4.9

0% 10% 20% 30%

50万円未満

50万円以上100万円未満

100万円以上200万円未満

200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満

400万円以上500万円未満

500万円以上1000万円未満

1000万円以上1500万円未満

1500万円以上

不明

収入はない

無回答
n=6954

24.0

13.4

9.6

12.8

3.2

3.3

24.3

9.3

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

身体障害者手帳はもっていない

無回答 n=6954

『身体障害者手帳をもっている』 

66.3％ 
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 6 

問
とい

８-1 「
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳」をお
も

持ちの方
かた

は、
きさい

記載されている
こうもく

項目に○をつけてください。 
 

◆ 「肢体不自由（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）」が 51.7％、「内部機能障害」

（32.1％）「聴覚・平衡機能障害」（8.9％）、「視覚障害」（6.6％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-1-1 「内部
な い ぶ

機能
き の う

障 害
しょうがい

」の方
かた

は、障 害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に○をつけてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 内部機能障害の種別は、「心臓機能」が 54.5％、「腎臓機能」（25.0％）、「ぼうこう又

は直腸機能」（14.7％）等の順。 

 

 

  

51.7

32.1

8.9

6.6

2.9

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

肢体不自由

（上肢・下肢・体幹・脳原生運動機能障害）

内部機能障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

音声・言語機能又はそしゃく機能障害

無回答
n=4614

複数回答

54.5

25.0

14.7

4.7

2.1

1.5

1.1

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

心臓機能

腎臓機能

ぼうこう又は直腸機能

呼吸器機能

免疫機能

小腸機能

肝臓機能

無回答

n=1479

複数回答

 



＜全体＞ 
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問
とい

８-2 
しんたい

身体
しょうがいしゃ

障害者
てちょう

手帳を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 身体障害者手帳を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 54.5％、「0 歳～５歳」（16.6％）

「65 歳以上」（14.5％）、「30 歳～39 歳」（10.2％）等の順。 

 

 

 

問
とい

８-2-1 障 害
しょうがい

の発症
はっしょう

はいつですか。（○はひとつ） 
 

◆ 障害の発症は、「中途（病気や事故）」が 71.2％、「生まれつき（先天性）」が 26.0％。 

 

 

  

16.6

4.3

4.0

8.1

10.2

39.8

14.5

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=4614

26.0

71.2

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

生まれつき（先天性）

中途(病気や事故)

無回答 n=4614

 



＜全体＞ 
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問
とい

９ あなたは「
あい

愛の
てちょう

手帳」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「
あい

愛の
てちょう

手帳」に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答

えください。（○は 1 つだけ）   
  
◆ 「愛の手帳」を持っている方は 23.8％、「愛の手帳」に記載された障害の程度は、「B２」が

8.0％、「Ａ１」（6.8％）等の順。一方、「愛の手帳はもっていない」は 57.0％。 

 

 
 

問
とい

10 あなたが「
あい

愛の
てちょう

手帳」を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 
◆ 「愛の手帳」を取得した年齢は、「0 歳～5 歳」が 46.5％、「6 歳～12 歳」（18.6％）等の順。 

 

 

 

  

6.8

4.2

4.8

8.0

57.0

19.3

0% 20% 40% 60% 80%

A１

A２

B１

B２

愛の手帳はもっていない

無回答 n=6954

46.5

18.6

16.4

8.9

3.0

4.5

0.4

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=1652

「愛の手帳」をお持ちの方 

23.8％ 



＜全体＞ 
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問
とい

11 あなたは「精神障害者保健福祉手帳
せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょう

」をお
も

持ちですか。お
も

持ちの方は、「精神障害者保健福祉
せいしんしょうがいしゃほけんふくし

手帳
てちょう

」

に
きさい

記載された
しょうがい

障害 の
ていど

程度をお
こた

答えください。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を持っている方は 22.3％、「精神障害者保健福祉手帳」に記載

された障害の程度は、「２級」が 12.8％、「３級」（7.0％）等の順。一方、「精神障害者保健

福祉手帳はもっていない」は 52.1％。 

 

 

 

問
とい

11-1 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を取得
しゅとく

した年齢
ねんれい

についてお答
こた

えください。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「精神障害者保健福祉手帳」を取得した年齢は、「40 歳～64 歳」が 34.0％、「19 歳～

29 歳」（23.3％）、「30 歳～39 歳」（21.8％）等の順。 

 

 

 

  

2.5

12.8

7.0

52.1

25.6

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

精神障害者保健福祉手帳はもっていない

無回答
n=6954

1.9

6.4

5.4

23.3

21.8

34.0

4.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答 n=1552

『精神障害者保健福祉手帳をもっている』 

22.3％ 



＜全体＞ 
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問
とい

12 あなたは障 害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 障害支援区分の認定を受けている方は 13.0％、 

 内訳は、「区分６」が 3.5％、「区分 2」（2.5％）、「区分３」（2.4％）等の順。一方、「受けて

いない」は 45.8％。 

 

 

 

  1.1

2.5

2.4

1.9

1.6

3.5

45.8

11.5

29.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

区分１

区分２

区分３

区分４

区分５

区分６

受けていない

18歳未満のため、

障害支援区分の対象外である

無回答 n=6954

『障害支援区分の認定を受けている』 

13.0％ 



＜全体＞ 
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問
とい

13 あなたは「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けていますか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を「受けていない」方は 66.0％、「受けている」方は 7.1％。 

 

 

 

問
とい

14 あなたが「難 病
なんびょう

」の診断
しんだん

を受
う

けた年齢
ねんれい

はいつですか。（○は 1 つだけ） 
 

◆ 「難病」の診断を受けた年齢は、「40 歳～64 歳」が 36.0％、「19 歳～29 歳」（14.1％）、

「30 歳～39 歳」「0 歳～5 歳」（13.0％）の順。 

 

 

  

7.1

66.0

27.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

受けている

受けていない

無回答
n=6954

13.0

5.1

5.9

14.1

13.0

36.0

8.4

4.5

0% 10% 20% 30% 40%

0歳～5歳

6歳～12歳

13歳～18歳

19歳～29歳

30歳～39歳

40歳～64歳

65歳以上

無回答
n=491



＜全体＞ 

 12

問
とい

15 あなたは、医療的
いりょうてき

ケア※を
ひつよう

必要としていますか。
ひつよう

必要している医療的
いりょうてき

ケアに○をつけてください。 

 （○はいくつでも）  

 

◆ 何らかの医療ケアを必要としている方は 23.6％。その内訳は、「経管栄養の注入」が 2.4％、

「口・鼻・咽頭・喉頭吸引」（2.0％）、「導尿」（1.8％）、「インシュリン注射」（1.7％）、「在

宅酸素療法」（1.6％）等の順。 

 

 

 

  

2.4

2.0

1.8

1.7

1.6

1.5

1.4

1.1

1.0

0.8

0.8

0.6

0.6

0.1

6.2

86.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経管栄養の注入

口・鼻・咽頭・喉頭吸引

導尿

インシュリン注射

在宅酸素療法

ネブライザー（噴霧吸入器）吸入

気管内の吸引

経口摂取介助

気管切開のガーゼやベルト交換

人工呼吸器管理

気管カニューレ挿入

点滴

経鼻チューブ挿入・交換

中心静脈栄養の実施

その他

無回答

n=6954

複数回答

合計 自分の避
難先（地
域防災拠
点など）
を確認し
ている

災害時の
水や食糧
を準備し
ている

障害状況
により必
要な装
具・補装
具・薬・
酸素ボン
ベなどを
準備して
いる

在宅医療
機器の予
備電源や
予備バッ
テリーを
準備して
いる

家族や支
援してく
れる人
と、災害
時の対応
につい
て、話を
している

防災訓練
などに参
加してい
る

地域の人
に事情を
伝えてい
る（要援
護者名簿
等への記
載など）

特に何も
していな
い

無回答

全体 6954 45.1 46.4 10.6 2.7 19.8 14.1 8.1 25.0 4.0

医療ケアが必要 935 41.9 43.7 22.5 8.9 20.3 9.3 12.7 22.8 5.5

医療ケアは不要 5932 45.6 46.7 8.7 1.7 19.7 14.8 7.3 25.5 3.7

合計 避難場所
で周りの
人や知ら
ない人と
うまく過
ごせるか

避難場所
の設備が
障害に配
慮されて
いる（バ
リアフ
リーに
なってい
る）か

避難場所
の人が自
分の障害
を理解し
てくれる
か

避難勧告
などの重
要な情報
がきちん
と障害者
にも入っ
てくるか

避難場所
までたど
り着ける
か

停電で在
宅医療機
器が使え
なくなる
のではな
いか

風水害に
対する対
処方法が
わからな
い

避難場所
がわから
ない

その他 無回答

全体 6954 44.6 29.8 40.3 23.6 39.0 7.1 14.4 12.0 17.6 13.1

医療ケアが必要 935 36.8 41.8 43.7 25.0 48.6 23.7 17.2 11.3 24.3 10.8

医療ケアは不要 5932 45.9 27.9 39.8 23.3 37.5 4.5 13.9 12.1 16.6 13.5

問38 災害時への備え

医療ケアの有無

問39 災害に備えていても、不安に思うこと

医療ケアの有無

医療的ケアを

必要としている 

23.6％ 

医療ケアの有無 

医療ケアの有無 



＜全体＞ 

 13

ふだんの⽣活で困っていること、これからの困りごとについておたずねします 
 

問
とい

16  あなたは、
にちじょう

日常 の
せいかつ

生活に
かいじょ

介助を
ひつよう

必要としますか。
かいじょ

介助を
ひつよう

必要とする
こうもく

項目すべてに○をつけてくださ

い。（○はいくつでも）   

 

◆ 日常の生活に介助を必要とする項目は、「家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする」

（31.5％）、「外出する」が 30.4％、「買い物をする」（29.0％）、「入浴する」（22.1％）等

の順。 

 

 
 

  

31.5

30.4

29.0

22.1

16.4

14.0

12.5

8.4

8.3

43.6

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家事（食事の支度、洗濯、掃除など）をする

外出する

買い物をする

入浴する

衣服の着脱をする

トイレを使う

食事をする

家の中を移動する

その他

介助を必要としない

無回答

n=6954

複数回答



＜全体＞ 

 14

問
とい

17  あなたは、
じぶん

自分だけでまわりの
ひと

人に意思
い し

を伝
つた

えることができていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 「誰とでも意思を伝えることができる」（61.7％）と「家族やごく身近な人になら、意思を伝

えることができる」（24.2％）を合わせた 85.9％の方は、何らかの方法で自分の意思を伝え

ることができる。一方、「意思を伝えることは難しい」（8.4％）、「意思を伝えることはできな

い」（2.9％）を合わせた 11.3％の方は、自分の意思を伝えることが困難。 

 

 
 

問
とい

17-1 あなたはどのような
ほうほう

方法で意思
い し

を伝
つた

えていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 「音声言語」が 74.7％、「表情やジェスチャー」（17.3％）、「スマートフォンやパソコン」

（15.5％）等の順。 

 

 

61.7

24.2

8.4

2.9

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

誰とでも意思を伝えることができる

家族やごく身近な人になら、

意思を伝えることができる

意思を伝えることは難しい

意思を伝えることができない

無回答 n=6954

74.7

17.3

15.5

6.5

2.3

1.2

0.3

16.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

音声言語

表情やジェスチャー

スマートフォンやパソコン

筆談

手話言語

日常生活用具・補装具

（重度障害者用意思伝達装置）等

点字

無回答
n=6554

複数回答

意思を伝えることができる 

85.9％ 

意思を伝えることが困難 

11.3％ 



＜全体＞ 

 15

問
とい

18  あなたは生活
せいかつ

の中
なか

で、どのようなことで困
こま

ることがありますか。困
こま

ったときにどこに相談
そうだん

しますか。 

【困りごとの有無】 
 

◆ 生活の中で「困ることがある」の上位７項目は「制度やサービスがわかりにくい」（40.5％）、

「役所や病院、銀行などの手続きが難しい」（38.9％）、「周囲の理解が足りない」（36.9％）、

「外出が困難」（34.2％）、「自分の意思が相手に伝わらない」（33.4％）、「一人で過ごすのが不

安」（31.8％）、「情報を入手しにくい」（31.0％）で 3 割以上の方が挙げている。 

◆ 一方、21 項目中 17 項目で、全体の 5 割以上の方が、生活の中で「困ることはない」と回答し

ている。 

 

 

  

52.0

46.0

45.7

50.9

60.5

52.5

51.7

59.7

54.2

63.4

53.1

61.5

56.5

61.5

61.0

48.4

39.8

61.2

62.5

58.9

62.1

33.4

36.9

38.9

34.2

21.9

29.7

31.8

25.2

30.5

13.4

20.4

12.6

17.3

15.4

17.4

31.0

40.5

16.4

13.3

14.0

15.4

14.6

17.0

15.4

14.8

17.6

17.8

16.5

15.1

15.3

23.2

26.4

25.9

26.2

23.1

21.5

20.6

19.7

22.4

24.3

27.1

22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 自分の意志が相手に伝わらない

2 周囲の理解が足りない

3 役所や病院、銀行などの手続きが難しい

4 外出が困難

5 余暇などを過ごす場や機会がない

6 外出する際、障害に配慮した場所が少ない

7 一人で過ごすのが不安

8 服薬の管理が難しい

9 金銭の管理が難しい

10 利用している施設に不満がある

11 希望する就労の場がない

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便

13 結婚相手や恋人などが見つからない

14 同じ障害のある仲間と出会えない

15 近所で知り合いがいない

16 情報を入手しにくい

17 制度やサービスがわかりにくい

18 必要な介助が受けられない

19 希望する学校や施設を利用できない

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない

n=6954困ることはない 困ることがある 無回答



＜全体＞ 

 16

【困ったときの相談先】順位 
 

◆ 困った時の相談先としては、どの項目も『家族』が一番に挙げられている。次いで、日常生活に

関することは『支援者』、「制度」や「サービス」に関することは『区役所』が多い。 

◆ 「結婚相手や恋人」「同じ障害のある仲間に出会えない」「近所で知り合いがいない」等に関する

ことは「相談先がわからない」あるいは「相談する相手がいない」が多く挙げられている。 

 

 

  

全体
n=

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・

 
 

町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・

 
 
 
 
 

施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 1 3 11 2 14 13 5 9 6 12 7 4 10 8

2  周囲の理解が足りない 2569 1 3 11 2 14 12 6 10 7 13 9 4 7 5

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 1 4 13 2 12 14 3 8 5 9 11 10 7 6

4  外出が困難 2381 1 3 12 2 14 13 4 10 5 8 11 7 9 6

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 1 3 12 2 14 13 6 8 7 10 11 9 5 4

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 1 4 13 2 14 9 6 9 7 9 8 12 3 5

7  一人で過ごすのが不安 2212 1 3 12 2 14 13 4 8 6 11 10 9 7 5

8  服薬の管理が難しい 1751 1 5 12 2 13 14 4 10 6 9 10 8 7 3

9  金銭の管理が難しい 2118 1 4 12 2 9 14 5 8 7 11 13 10 6 3

10 利用している施設に不満がある 930 1 3 13 2 14 12 6 9 8 11 10 4 7 4

11 希望する就労の場がない 1421 1 5 13 2 14 10 6 9 8 12 11 7 4 3

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 1 4 13 2 14 12 6 9 8 11 10 7 5 3

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 1 3 9 5 14 11 6 8 7 9 13 12 4 2

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 1 5 13 4 14 8 6 7 9 11 10 12 3 2

15 近所で知り合いがいない 1213 1 5 7 4 14 13 6 9 8 10 12 11 3 2

16 情報を入手しにくい 2158 1 5 13 3 14 11 2 9 7 12 10 8 4 6

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 1 6 13 3 14 11 2 8 7 12 9 9 4 5

18 必要な介助が受けられない 1138 1 7 13 2 14 12 3 8 6 10 11 9 4 5

19 希望する学校や施設を利用できない 923 1 8 13 2 14 12 3 10 7 11 9 6 4 5

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 1 7 13 3 14 12 6 9 10 11 8 4 2 5

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 1 5 12 2 14 13 6 11 9 10 7 8 3 4

１位 ２位 ３位 ４位 ５位



＜全体＞ 
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【困ったときの相談先】％ 

  

全体

家
族

友
人

近
所
の
人
や
自
治
会
・
町
内
会

、
民
生
委
員
な
ど

支
援
者

（
医
療
機
関
・
施
設
等
の
職
員

）

成
年
後
見
人
等

当
事
者
団
体
・
親
の
会
な
ど

区
役
所

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

）

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

計
画
相
談

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

学
校

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い

相
談
す
る
相
手
が
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

1  自分の意志が相手に伝わらない 2321 67.9 12.6 2.3 29.3 0.9 1.5 7.4 4.2 5.8 1.8 5.4 11.5 2.5 4.5 5.6 9.1

2  周囲の理解が足りない 2569 58.1 13.1 3.0 23.4 0.8 1.8 6.4 3.3 4.4 1.6 4.3 8.6 4.4 7.2 6.6 12.3

3  役所や病院、銀行などの手続きが難しい 2702 67.2 5.3 1.1 17.3 1.3 0.7 10.6 2.3 3.0 1.7 1.4 1.5 2.8 2.8 4.5 12.3

4  外出が困難 2381 65.6 8.3 1.1 21.2 0.6 0.8 5.3 2.0 4.1 2.4 1.7 2.8 2.3 3.4 4.6 14.7

5  余暇などを過ごす場や機会がない 1526 52.0 8.5 1.4 21.2 0.9 1.4 5.6 2.6 5.0 2.1 1.7 2.2 5.6 8.3 5.4 19.1

6  外出する際、障害に配慮した場所が少ない 2066 50.3 8.3 1.3 15.1 0.4 1.8 5.3 1.8 3.3 1.8 1.8 1.7 8.6 7.6 6.6 19.2

7  一人で過ごすのが不安 2212 62.1 10.8 1.7 19.7 0.6 0.9 5.3 2.8 3.6 1.8 1.9 2.7 3.5 5.0 4.5 16.2

8  服薬の管理が難しい 1751 65.2 2.3 0.8 23.4 0.5 0.4 2.4 0.9 1.7 1.1 0.9 1.4 1.5 2.8 3.7 14.6

9  金銭の管理が難しい 2118 68.7 3.4 0.8 15.3 1.7 0.6 3.4 1.9 2.0 0.9 0.7 1.1 2.3 3.8 3.3 14.2

10 利用している施設に不満がある 930 51.3 10.1 1.3 20.6 0.3 1.9 7.1 3.3 5.9 2.2 3.2 7.3 6.1 7.3 8.0 16.3

11 希望する就労の場がない 1421 39.4 8.0 1.1 16.0 0.2 1.6 7.7 3.6 4.6 1.3 1.5 6.3 8.9 10.4 9.2 20.7

12 学校や施設、仕事の場が遠方で不便 877 43.4 7.3 0.7 12.1 0.2 1.1 7.1 2.4 3.4 1.5 2.2 5.0 7.2 8.7 9.6 23.7

13 結婚相手や恋人などが見つからない 1200 31.8 14.7 1.2 8.1 0.4 0.8 2.8 1.5 2.2 1.2 0.7 0.8 12.0 18.3 7.4 24.6

14 同じ障害のある仲間と出会えない 1068 31.8 6.6 1.3 9.5 0.4 2.2 4.3 2.4 2.0 1.7 1.8 1.6 13.5 16.1 6.7 24.5

15 近所で知り合いがいない 1213 38.8 6.1 2.5 8.1 0.4 0.7 4.1 1.8 1.9 1.6 0.8 1.2 10.0 15.0 6.8 25.1

16 情報を入手しにくい 2158 39.7 9.1 1.9 16.8 0.6 2.6 17.7 4.2 4.5 2.1 3.8 4.4 11.5 8.2 6.6 19.4

17 制度やサービスがわかりにくい 2814 37.5 6.6 1.6 17.3 0.9 2.3 22.0 4.3 4.5 2.2 2.8 2.8 11.0 7.3 5.9 20.2

18 必要な介助が受けられない 1138 42.0 5.3 1.5 16.9 0.7 2.0 14.3 3.6 6.0 2.6 2.5 2.7 11.5 8.9 6.1 19.9

19 希望する学校や施設を利用できない 923 39.4 5.6 0.9 16.1 0.3 2.1 13.3 3.7 5.9 2.4 4.4 6.2 11.5 9.3 6.5 21.8

20 進学・就職の際に情報が引き継がれない 974 42.2 5.6 0.9 12.5 0.2 1.0 6.4 3.1 2.6 1.2 3.7 9.8 13.1 9.1 7.2 20.3

21 主治医が変わる際に情報が引き継がれない 1069 38.8 5.4 1.3 18.4 0.4 0.7 5.1 1.6 1.9 1.7 2.6 2.0 11.7 10.5 7.9 20.7
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とい

問19 障 害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

先
さき

についてどう思
おも

いますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 障害のある方の相談先について、「相談先の場所がわからない」が 31.9％、「窓口が細かすぎ

る」（12.9％）、「たらい回しにされる」（12.6％）等の順。一方、「不満はない」は 40.5％。 

 

 

 

とい

問20 
ふだん

普段の
せいかつ

生活で
がいしゅつ

外出 する
とき

時や、
がいしゅつ

外出 したいと
おも

思う
とき

時に
こま

困ることはどのようなことですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 普段の生活で外出時に困ることは、「道路や駅に階段や段差が多い」が 33.0％、「人の目が気

にかかる」（26.3％）、「バスや電車の乗り降りが困難・不便」（19.2％）、「車などに危険を感

じる」（19.0％）等の順。一方、「困ることはない」は 23.1％。 

 

 

  

31.9

12.9

12.6

6.4

40.5

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談先の場所がわからない

窓口が細かすぎる

たらい回しにされる

相談先が多すぎる

不満はない

無回答 n=6954

複数回答

33.0

26.3

19.2

19.0

18.2

18.1

16.8

16.3

12.2

10.5

9.8

5.1

2.4

7.9

10.8

23.1

10.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

道路や駅に階段や段差が多い

人の目が気にかかる

バスや電車の乗り降りが困難・不便

車などに危険を感じる

利用する建物の設備（トイレ・エレベータなど）が不備

交通機関の利用に危険を感じる

いじめや意地悪がこわい

道路に自転車や看板などの障害物が多い

乗務員の障害に対する配慮が足りない

駅や道路や利用する施設の表示がわかりにくい

利用できる交通機関が少ない

余計な世話をやく人がいる

点字ブロックや音の出る信号機がない

介助者がいない

その他

困ることはない

無回答

n=6954

複数回答
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とい

問21 現在
げんざい

、障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

にかかわる情報
じょうほう

について、どこから(誰
だれ

から)情報
じょうほう

を入 手
にゅうしゅ

していますか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 障害福祉にかかわる情報の入手先は、「家族」（34.8％）、「区役所（福祉保健センター）」が

34.0％、「支援者（医療機関・施設等の職員）」（26.0％）、「インターネット・ＳＮＳ」

（24.2％）等の順。一方、「どこからも入手していない」は 11.9％。 

 

 

 

 

とい

問21-1 
とい

問21 の場所
ば し ょ

や人
ひと

から入 手
にゅうしゅ

した情報
じょうほう

について、不満
ふ ま ん

に感
かん

じたことはありますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 入手した情報について、不満に感じることは、「特に不満なことはない」が 43.7％、「も

う少し情報が欲しい」（22.1％）、「入手した情報だけでは、どうすれば良いかわからな

い」（19.5％）、「情報の種類や量が多すぎて、自分に必要な情報を見つけることができな

い」（6.0％）の順。 

 

 

  

43.7

22.1

19.5

6.0

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に不満なことはない

もう少し情報が欲しい

入手した情報だけでは、

どうすれば良いかわからない

情報の種類や量が多すぎて、自分に

必要な情報を見つけることができない

無回答 n=5811
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とい

問22 あなたは
しょうらい

将来に
ふあん

不安がありますか。とくに
ふあん

不安を
かん

感じることを
つぎ

次の
なか

中から 3 つまで
えら

選んで○をつけ

てください。（○は３つまで）   

 

◆ 将来に不安を感じることは、「健康や体力が保てるか」が 50.0％、「十分な収入があるか」

（44.4％）、「災害時に安全が確保できるか」（32.3％）等の順。 

 

 
とい

問23 
しょうらい

将来の
しょうがいしゃ

障害者
ふくし

福祉を
かんが

考 えるとき、あなたが
とく

特に
じゅうよう

重要と
おも

思うものに３つまで○をつけてください。

（○は３つまで）  

 

◆ 将来の障害者福祉を考えるとき、特に重要と思うものは、「必要なときに十分な介助が受けられ

る」が 41.5％、「介助に必要な経済面での支援が受けられる」（36.5％）、「安心して住めると

ころがある」（31.9％）等の順。 

 

 

 

  

50.0

44.4

32.3

27.6

25.3

22.3

14.0

12.0

7.5

4.6

6.8

4.7

0% 20% 40% 60%

健康や体力が保てるか

十分な収入があるか

災害時に安全が確保できるか

介助してくれる人がいるか

働く場があるか

一緒に暮らす家族がいるか

趣味や生きがいを持てるか

生活する上で必要な情報が入手できるか

学校など希望する進路に進めるか

その他

不安はない

無回答 n=6954

複数回答

41.5

36.5

31.9

29.4

24.1

21.1

18.3

14.8

13.8

13.5

10.5

6.5

3.8

2.7

6.0

0% 20% 40% 60%

必要なときに十分な介助が受けられる

介助に必要な経済面での支援が受けられる

安心して住めるところがある

困ったときの相談体制が整っている

災害時に安全が確保できる

周囲の人が理解してくれる

健康管理や治療・リハビリを受けやすい

自分に適した学校や就職が選択できる

施設が整備されている

趣味や生きがいを持てる

街の中が障害者にとって安全で快適である

旅行などの外出が気兼ねなくできる

障害のない人との交流の機会が多くある

その他

無回答
n=6954

複数回答
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とい

問24 あなたは
しょうらい

将来どこで
せいかつ

生活したいと
かんが

考 えますか。（○は 1 つだけ）   
 

◆ 将来、生活したいと考えている場所は、「自宅」が 72.8％で最も多く、「グループホーム」「特

別養護老人ホームなど高齢者の入所施設」「障害者の入所施設」は 1 割以下で拮抗している。 

 

 

 

 

とい

問24-1 
しょうらい

将来どなたと暮
く

らしたいですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 将来、一緒に暮らしたい人は、「妻又は夫」が 42.7％、「一人」（23.9％）、「親」（20.2％）、

子（18.9％）等の順。 

 

 

  

72.8

8.0

5.8

4.9

4.0

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

グループホーム

特別養護老人ホームなど高齢者の入所施設

障害者の入所施設

その他

無回答
n=6954

問24 将来、生活したいところ

合計 自宅 グループ
ホーム

障害者の
入所施設

特別養護
老人ホー
ムなど高
齢者の入
所施設

その他 無回答

全体 6954 72.8 8.0 4.9 5.8 4.0 4.4

ご本人 4645 80.2 3.8 1.9 6.1 4.3 3.7

ご家族 2055 60.8 15.6 10.6 4.4 3.2 5.5

支援者（施設・医療機関の 140 22.1 39.3 19.3 11.4 1.4 6.4

成年後見人等 39 25.6 12.8 28.2 10.3 5.1 17.9

その他 24 54.2 0.0 0.0 20.8 12.5 12.5

問１ アン
ケート記入
者

42.7

23.9

20.2

18.9

15.0

9.4

5.9

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

妻又は夫

一人

親

子

友人・知人・仲間など

兄弟・姉妹

その他

無回答
n=6954

複数回答

アンケート記入者別 
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問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

ご本人 4645 29.5 51.4 21.8 11.3 7.4 11.5 4.6 3.8

ご家族 2055 10.9 26.6 14.1 41.4 14.6 21.6 7.8 8.2

支援者（施設・医療機関の職員等） 140 22.1 5.0 2.1 12.1 3.6 34.3 17.9 14.3

成年後見人等 39 28.2 5.1 2.6 7.7 5.1 17.9 15.4 23.1

その他 24 45.8 25.0 16.7 8.3 4.2 12.5 8.3 8.3

問１ アン
ケート記入
者

問24-1 将来、一緒に暮らしたい人

合計 一人 妻又は
夫

子 親 兄弟・
姉妹

友人・
知人・
仲間な
ど

その他 無回答

全体 6954 23.9 42.7 18.9 20.2 9.4 15.0 5.9 5.5

自宅(親など家族と同居) 5260 17.0 50.4 21.4 24.5 10.9 13.5 4.8 4.4

自宅（一人暮らし） 999 60.0 21.8 13.0 4.3 3.9 14.4 7.3 4.1

グループホーム 255 25.9 11.8 4.7 9.4 7.1 41.6 12.2 8.6

障害児・者の入所施設（児童養護施設を含む） 138 13.0 4.3 0.0 15.2 10.1 30.4 20.3 21.0

高齢者施設、高齢者向け住宅 148 33.8 12.8 18.9 5.4 1.4 16.9 10.8 16.2

病院(入院中) 91 20.9 27.5 12.1 15.4 9.9 9.9 6.6 26.4

問４ 現在
の生活場所

アンケート記入者別 

現在の生活場所別 
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あなたの地域での⽣活状況についておたずねします 
 

とい

問25 あなたは
ふだん

普段どのような
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設などに通
かよ

っていますか。（○はいくつでも） 

 

 

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 
 
◆ 「地域療育センター」が 56.0％、「保育所」（30.9％）、「幼稚園」（25.6％）、「児童発達支援

事業所」（24.2％）等の順。一方、「特に通っているところはない」は 8.7％。 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 
 
◆ 「特別支援学校・養護学校」が 36.5％、「小・中学校等の個別支援学級」（32.8％）、「小・中

学校等の一般学級」（21.1％）、「高等学校」（8.0％）等の順。一方、「特に通っているところ

はない」は 0.6％。 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 
 
◆ 「企業･官公庁」が 17.3％、「デイケア（病院等）」（8.0％）、「就労移行支援・生活介護等の福

祉サービス事業所」（7.3％）、「地域活動支援センター（作業所）」（5.5％）等の順。一方、「特

に通っているところはない」は 25.4％。 

 

  

207人, 3.0%

802人, 11.5%

5927人, 85.2%

18人, 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学

学齢期

青年期

無回答
n=6954
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56.0

30.9

25.6

24.2

3.4

2.4

2.9

8.7

2.4

0% 20% 40% 60%

地域療育センター

保育所

幼稚園

児童発達支援事業所

訓練会

児童施設

その他

特に通っているところはない

無回答
n=207

複数回答

36.5

32.8

21.1

8.0

0.5

0.0

5.6

0.6

1.0

0% 10% 20% 30% 40%

特別支援学校・養護学校

小・中学校等の個別支援学級

小・中学校等の一般学級

高等学校

ハートフルフレンド・ハートフルルーム・…

専門学校・大学・大学院

その他

特に通っているところはない

無回答
n=802

複数回答

17.3

8.0

7.3

5.5

2.0

2.0

1.8

1.3

0.3

8.4

25.4

24.8

0% 10% 20% 30%

企業･官公庁

デイケア（病院等）

就労移行支援・生活介護等の福祉サー…

地域活動支援センター（作業所）

自営業

生活支援センター

就労支援センター・職業訓練校

専門学校・大学・大学院

生活教室（区役所）

その他

特に通っているところはない

無回答

n=5927

複数回答

みしゅうがく

未就学(おおむね６歳
さい

まで)の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がくれい

学齢
き

期（おおむね 18歳
さい

まで）の
かた

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青
せい

年期
ね ん き

（おおむね 18歳
さい

以上
いじょう

）の
かた

方 

 

 

 

  

就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所 
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※ 次
つぎ

からの設問
せつもん

（問
とい

25-１～問
とい

25～7）は、 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

っているところについてお答
こた

えください。 

とい

問25-1 
りよう

利用の
かいすう

回数は、
しゅう

週 に
なんかい

何回ですか。（○は１つだけ）   

◆ 利用回数は、生活年齢状況にかかわらず「週５日」が最も高い。特に「学齢期」では

80.9％と「未就学」「青年期」に比べて高くなっている。 

 

 

 

とい

問25-2 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所には片道
かたみち

でどのくらいの
じかん

時間がかかりますか。 最
もっと

も多
おお

く通
かよ

って

いるところについてお答えください。（○は１つだけ）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所にかかる片道の時間は、「未就学」で 80.4％、「学齢期」で

65.8％と「青年期」に比べて「30 分以内」が特に高くなっている。 

 

 

 

  

6.5

1.6

5.5

32.6

7.5

24.7

58.7

80.9

51.0

2.2

4.2

10.4

0.0

5.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

週に１日

週に２～４日

週に５日

その他

無回答

80.4

65.8

37.0

17.9

24.3

36.8

1.1

7.5

17.6

0.0

0.3

0.9

0.5

2.2

7.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

30分以内

１時間以内

２時間以内

２時間以上

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-3 
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所に
そうげい

送迎がありますか。（○はいくつでも）  
 

◆ 通園・通学・通勤・通所の送迎は、「未就学」では「家族の送迎」が 80.4％、「学齢期」

では「家族の送迎」が 46.4％、「送迎なし（1 人）」が 43.3％、「青年期」では「送迎

なし（一人）」が 65.6％で高くなっている。 

 

とい

問25-4 
げんざい

現在、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、
なに

何を
りよう

利用していますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 通園・通学・通勤・通所のときに利用するのは、「未就学」では「自家用車」が

45.1％、「学齢期」では「徒歩」が 63.0％、「青年期」では「電車」が 48.8％で最も高

くなっている。 

 

  

2.2

43.3

65.6

80.4

46.4

10.1

33.2

20.0

15.4

0.5

5.8

3.6

0.0

4.9

5.5

0.5

2.9

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

送迎なし（一人）

家族の送迎

通所先・学校の送迎

ヘルパー

その他

無回答

30.4

63.0

40.3

25.0

2.8

4.0

13.0

19.0

40.1

14.1

17.5

48.8

28.3

18.3

13.9

45.1

26.1

15.0

2.7

3.5

6.7

0.5

1.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

その他

無回答

年齢期別 

年齢期別 
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とい

問25-5 
こんご

今後、
つうえん

通園・
つうがく

通学・
つうきん

通勤・
つうしょ

通所のときには、できれば
なに

何を
りよう

利用したいですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、通園・通学。通勤・通所のときに利用したいのは、「未就学」では「送迎バス」が

51.6％、「学齢期」では「徒歩」が 49.9％、「青年期」では「電車」が 41.9％で最も高

くなっている。 

 

とい

問25-6 主
おも

に
りよう

利用している
がっこう

学校、
しごと

仕事の
ば

場、
しせつ

施設（
とい

問25 の
かいとう

回答）には
まんぞく

満足していますか。 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設について、「とても満足している」と「まあ満足

している」を合わせた『満足している』は、「未就学」で 83.2％、「学齢期」で

62.6％、青年期では 51.7％となっている。一方、「学齢期」で「改善してほしい部分が

ある」が 13.6％、「青年期」で「不満である」が 4.1％と他より高くなっている。 

 

  

40.2

49.9

31.6

15.8

6.8

6.0

12.0

28.5

34.7

8.7

27.6

41.9

51.6

31.1

20.7

27.2

14.8

16.8

6.0

12.7

3.8

1.1

3.0

6.0

1.6

2.8

8.2

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

徒歩

自転車

バス

電車

送迎バス

自家用車

ヘルパー

その他

無回答

42.4

27.2

17.8

40.8

35.4

33.9

7.6

19.1

27.6

7.6

13.6

10.7

1.1

2.3

4.1

0.5

2.4

6.0

0% 20% 40% 60%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

とても満足している

まあ満足している

普通だと思う

改善してほしい部分がある

不満である

無回答

年齢期別 

年齢期別 



＜全体＞ 

 28

主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度は、「未就学」では、「幼稚園」「保育園」

「地域療育センター」では「とても満足している」が、「児童発達支援事務所」では「まあ

満足している」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、どれも「まあ満足している」が最も高い。 

◆ 「青年期」では、「専門学校・大学・大学院」「自営業」「生活教室（区役所）」で「普通だと

思う」が、それ以外では「まあ満足している」が最も高い。 

 

 

 

 

  

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

児童施設 5 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0

幼稚園 53 45.3 37.7 7.5 7.5 1.9 0.0

保育所 64 50.0 32.8 7.8 6.3 1.6 1.6

地域療育センター 116 43.1 38.8 7.8 9.5 0.9 0.0

児童発達支援事業所 50 42.0 48.0 4.0 6.0 0.0 0.0

訓練会 7 14.3 42.9 0.0 42.9 0.0 0.0

その他 6 50.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

小・中学校等の一般学級 169 21.9 29.0 24.9 16.6 5.9 1.8

小・中学校等の個別支援学級 263 25.9 34.6 19.0 14.4 3.0 3.0

高等学校 64 20.3 40.6 20.3 14.1 1.6 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 37.5 15.4 10.6 1.0 2.0

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 20.0 37.8 13.3 26.7 2.2 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

合計 とても満
足してい
る

まあ満足
している

普通だと
思う

改善して
ほしい部
分がある

不満であ
る

無回答

全体 3930 20.8 34.5 24.9 11.1 3.6 5.0

専門学校・大学・大学院 79 15.2 25.3 29.1 10.1 5.1 15.2

自営業 119 11.8 22.7 28.6 5.9 0.8 30.3

企業･官公庁 1025 16.2 34.4 28.5 12.3 6.1 2.4

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 23.0 34.0 23.9 14.3 1.8 3.0

地域活動支援センター（作業所） 327 23.9 37.3 24.5 7.6 3.1 3.7

デイケア（病院等） 472 17.2 35.8 27.1 9.7 2.5 7.6

生活支援センター 119 21.0 31.9 25.2 9.2 4.2 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 15.6 33.0 31.2 13.8 3.7 2.8

生活教室（区役所） 20 15.0 30.0 35.0 15.0 0.0 5.0

その他 499 16.2 32.3 29.3 10.6 3.8 7.8

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-6 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-7 
とい

問25-6 で回答
かいとう

した理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。（○はいくつでも） 
 

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設についての満足度の判断理由は、「未就学」と

「学齢期」では「支援者の対応」がそれぞれ 73.4％、54.6％、「青年期」では「人間関

係」が 37.5％で最も高くなっている。 

 

 

  

26.6

23.2

24.9

73.4

54.6

32.2

40.2

43.9

37.5

56.0

41.6

32.4

25.0

14.3

16.5

4.3

6.1

15.5

2.2

4.2

9.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=184）

学齢期（n=789）

青年期（n=2957）

施設の設備

支援者の対応

人間関係

活動内容

施設の立地

その他

無回答

年齢期別 
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主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由 
   

◆ 主に利用している学校、仕事の場、施設の満足度の理由は、「その他」以外の全てのところ

で「支援者の対応」が最も高い。 

◆ 「学齢期」では、「小・中学校等の個別支援学級」「特別支援学校・養護学校」では「支援者

の対応」が、「小・中学校等の一般学級」「高等学校」では「人間関係」が最も多く高い。 

◆ 「青年期」では、「就労移行支援・生活介護等の福祉サービス事業所」「地域活動支援センタ

ー（作業所）」「デイケア（病院等）」「生活支援センター」「就労支援センター・職業訓練

校」「生活教室（区役所）」では「支援者の対応」が最も高く、「専門学校・大学・大学院」

「自営業」「企業・官公庁」では「人間関係」が最も高い。 

 

 

 

 

 

  

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

児童施設 5 60.0 100.0 40.0 40.0 20.0 0.0 0.0

幼稚園 53 26.4 75.5 39.6 66.0 28.3 5.7 0.0

保育所 64 20.3 78.1 43.8 43.8 26.6 3.1 3.1

地域療育センター 116 33.6 70.7 42.2 60.3 25.9 5.2 1.7

児童発達支援事業所 50 26.0 80.0 50.0 62.0 20.0 2.0 2.0

訓練会 7 14.3 57.1 14.3 42.9 28.6 0.0 0.0

その他 6 16.7 66.7 66.7 66.7 50.0 0.0 0.0

問25 普段、
通っているところ
（未就学）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

小・中学校等の一般学級 169 19.5 32.5 53.3 28.4 13.0 10.1 4.1

小・中学校等の個別支援学級 263 11.8 61.6 51.0 43.3 13.3 4.9 4.2

高等学校 64 28.1 35.9 53.1 28.1 15.6 7.8 3.1

特別支援学校・養護学校 293 33.4 65.5 31.1 50.2 15.7 4.8 4.4

専門学校・大学・大学院 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

ﾊｰﾄﾌﾙﾌﾚﾝﾄﾞ･ﾊｰﾄﾌﾙﾙｰﾑ･ﾊｰﾄﾌﾙｽﾍﾟｰｽ 4 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

その他 45 33.3 68.9 46.7 55.6 17.8 8.9 0.0

問25 普段、
通っているところ
（学齢期）

問25-7 満足度の理由

合計 施設の設
備

支援者の
対応

人間関係 活動内容 施設の立
地

その他 無回答

全体 3930 24.6 38.6 38.9 35.3 16.4 13.1 7.9

専門学校・大学・大学院 79 22.8 25.3 32.9 15.2 17.7 10.1 19.0

自営業 119 13.4 6.7 22.7 19.3 16.0 22.7 32.8

企業･官公庁 1025 24.5 12.9 47.7 27.6 16.0 19.6 6.3

就労移行支援・生活介護等の福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 435 29.7 63.0 32.2 52.2 22.1 8.5 6.2

地域活動支援センター（作業所） 327 18.7 60.2 39.8 49.8 15.3 7.0 7.6

デイケア（病院等） 472 36.7 45.1 32.2 27.5 15.5 9.5 11.2

生活支援センター 119 29.4 53.8 30.3 39.5 22.7 7.6 8.4

就労支援センター・職業訓練校 109 24.8 46.8 36.7 31.2 14.7 10.1 8.3

生活教室（区役所） 20 5.0 40.0 35.0 30.0 10.0 10.0 15.0

その他 499 21.0 19.8 36.9 26.7 14.4 25.5 8.6

問25 普段、
通っているところ
（青年期）

問25-7 満足度の理由

普段、通っているところ×年齢期ごとのクロス 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 

普段通っているところ別 
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とい

問25-8  
とい

問25 で「特
とく

に通
かよ

っているところはない」と
こた

答えた
かた

方は、通
かよ

っていない理由
り ゆ う

を教
おし

えてください。 

 （○はいくつでも） 
 

◆ 特に通っているところはない理由は、「未就学」では「どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない」が 11.1％で最も高く、「青年期」では、「どこにも通いたくないと思っている

から」が 18.4％、「在宅で、家事・育児・介護をしているから」が 12.9％、「どこかに通いた

いが、参加したい活動がない」が 9.4％の順に高くなっている。 

 

 

 

  

5.6

20.0

18.4

5.6

0.0

12.9

5.6

20.0

3.5

5.6

0.0

8.0

0.0

0.0

3.3

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

5.4

0.0

20.0

9.4

11.1

0.0

5.3

22.2

60.0

24.4

50.0

0.0

29.3

0% 20% 40% 60% 80%

未就学（n=18）

学齢期（n=5）

青年期（n=1503）

どこにも通いたくないと思っているから

在宅で、家事・育児・介護をしているから

在宅で、仕事・勉強をしているから

趣味などの活動をしているから

就職活動をしているから

どこかに通いたいが、空きがない

どこかに通いたいが、近くにない

どこかに通いたいが、参加したい活動が

ない

どこかに通いたいが、受け入れてくれる

ところがない

その他

無回答

年齢期別 
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とい

問26 
がくれいき

学齢期の
かた

方におたずねします。
ほうかご

放課後は
おも

主にどのように
す

過ごしていますか。（○はいくつでも）   
 

◆ 学齢期の方が放課後、主に過ごす場所は、「自宅で過ごす」が 60.3％、「放課後等デイサービ

ス」（46.9％）、「塾・習い事」（20.6％）、「友人と遊ぶ」（13.6％）、「部活・サークル活動に

参加」（11.8％）等の順。 

 

 

 

とい

問27 あなたは福祉
ふ く し

特別
とくべつ

乗車券
じょうしゃけん

をどのくらい利用
り よ う

していますか。（○は１つだけ） 
 

◆ 福祉特別乗車券の利用は、生活年齢状況にかかわらず「利用していない」が最も高い。特に

「未就学」で 57.0％、「学齢期」で 38.2％と「青年期」の 23.0％に比べて高くなってい

る。また、「青年期」では「ほぼ毎日」が 23.5％で他と比べて高くなっている。 

 

 

  

60.3

46.9

20.6

13.6

11.8

9.7

5.1

2.5

0.4

7.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で過ごす

放課後等デイサービス

塾・習い事

友人と遊ぶ

部活・サークル活動に参加

放課後キッズクラブ

はまっこふれあいスクール

学童保育

居場所づくり事業

その他

無回答

n=802

複数回答

1.4

15.1

23.5

4.8

15.3

19.1

10.6

17.8

12.8

8.2

12.6

6.5

57.0

38.2

23.0

17.9

1.0

15.1

0% 20% 40% 60%

未就学（n=207）

学齢期（n=802）

青年期（n=5927）

ほぼ毎日

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

利用していない

無回答

年齢期別 
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近所の⼈とのおつきあいや余暇についておたずねします 
 

 
とい

問28  
げんざい

現在、あなたは近所
きんじょ

の
ひと

人とどのようなおつきあいをしていますか。また、
こんご

今後、できればどのようにお

つきあいしたいと思
お も

っていますか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも） 

 

◆ 現在、近所の人とのおつきあいは、「挨拶をする程度」が 64.7％、「時々話をする」（37.9％）

等の順。一方、「特につきあいはない」は 12.9％。 

◆ 今後、近所の人とどうつきあいたいかについて、「よく相談や愚痴を聞いてもらう」、「地域の趣

味やスポーツのサークルで一緒に活動する」、「お互いの家を訪問する」では、それぞれ 6.8 ポ

イント、5.5 ポイント、4.8 ポイント、現在の状況より高くなっている。 

 

 

  

64.7

37.9

6.6

5.5

7.9

3.0

9.1

10.7

4.2

3.2

12.9

5.1

41.2

34.1

10.0

8.4

10.7

5.6

13.9

16.2

11.0

3.9

8.6

21.2

0% 20% 40% 60% 80%

挨拶をする程度

時々話をする

祭りなどの地域のイベントを一緒に

楽しむ

子供会や自治会・町内会など地域

の活動を一緒にする

たまに相談や愚痴を聞いてもらう

一緒に外出したり遊んだりする

お互いの家を訪問する

地域の趣味やスポーツのサークル

で一緒に活動する

よく相談や愚痴を聞いてもらう

その他

特につきあいはない

無回答 n=6954

複数回答

現在

今後

現在より今後

の以降の割合

が高い 
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とい

問29 あなたは
じゆうじかん

自由時間や
よかじかん

余暇時間をどのように過
す

ごしていますか。また、
こんご

今後、できればどのように過
す

ごし

たいですか。（○は現在
げんざい

、今後
こ ん ご

それぞれにいくつでも）   

 

◆ 自由時間や余暇時間の過ごし方は、「障害者が集まる団体の活動に参加している」が 76.7％、

「家で過ごす」が 62.6％、「動物園、水族館、遊園地などに行く」（48.7％）、「買い物に行く」

（34.8％）、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加している」（29.5％）等の順。 

◆ 今後、どのように過ごしたいかについて、「障害福祉の事業所で行っている行事に参加する」、

「趣味のサークルに入る」、「映画やコンサート、美術展、図書館、スポーツ観戦に行く」、「散歩

する」などでは、それぞれ 11.2 ポイント、9.0 ポイント、7.9 ポイント、7.5 ポイント、現在

の状況より高くなっている。 

 

 
 
 

62.6

34.8

18.9

10.9

7.8

9.7

7.2

48.7

15.6

40.7

23.2

29.5

76.7

9.4

5.4

51.2

40.1

24.9

18.4

15.7

12.6

10.9

43.0

19.7

39.4

32.3

40.7

54.5

8.6

16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家で過ごす

買い物に行く

外食する

散歩する

映画やコンサート、美術展、

図書館、スポーツ観戦に行く

旅行する

運動する

動物園、水族館、遊園地などに行く

友人宅を訪問する

習い事をしている

趣味のサークルに入っている

障害福祉の事業所で行っている

行事に参加している

障害者が集まる団体の

活動に参加している

その他

無回答
n=6954

複数回答

現在

今後
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とい

問29-1 あなたは、運動
うんどう

をどこでしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ どこかで運動をしている方は 40.2％、運動をしている場所は、「公園・学校」が

13.9％、「横浜ラポール、ラポール上大岡」（5.2％）、「民間のジムなど」（4.7％）等の

順。一方、「運動はしていない」は 52.3％。 

 

 

 

 

とい

問29-2 
こんご

今後、
がっこう

学校や
しょくばいがい

職場以外での
かつどう

活動に
さんか

参加するにはどのようなことが
ひつよう

必要ですか。（ ○ は い く つ で も ） 
 

◆ 今後、学校や職場以外での活動に参加するのに必要なのは、「内容に興味があること」が

51.9％、「活動の場が近いこと」（37.8％）、「障害に対して配慮があること」（35.4％）

等の順。 

 

 

 
 

13.9

5.2

4.7

4.0

20.0

52.3

7.5

0% 20% 40% 60%

公園・学校

横浜ラポール、ラポール上大岡

民間のジムなど

各区のスポーツセンター

その他

運動はしていない

無回答
n=6954

複数回答

合計 薬の管理 栄養面で
の管理・
指導

口腔ケア 訪問看護
や往診な
ど、在宅
医療の利
用

自分の障
害・病気
につい
て、相談
できる場
所

自分の体
調につい
て、相談
できる場
所

定期的な
健康診断

適度な運
動

十分な睡
眠と休養

特に何も
ない

無回答

全体 6954 37.3 24.9 23.5 10.7 32.5 28.1 36.7 49.6 49.7 11.7 5.0

横浜ラポール、ラポール上大岡 361 40.2 27.4 27.1 6.4 36.6 31.0 44.3 58.7 52.9 7.5 3.0

各区のスポーツセンター 275 38.5 28.0 16.7 4.7 33.5 25.8 45.5 66.2 61.8 8.4 2.9

民間のジムなど 327 32.7 20.5 17.4 4.3 33.0 29.4 44.0 63.0 59.0 14.7 2.4

公園・学校 970 41.6 26.7 29.8 6.3 41.5 29.3 42.2 59.4 58.6 8.6 2.8

その他 1388 39.7 29.3 26.4 11.1 35.1 29.9 40.3 60.8 54.6 11.0 3.0

運動はしていない 3639 37.8 25.0 23.5 12.9 32.5 30.1 36.1 45.1 49.1 12.0 3.3

問29-1 運動
をする場所

問36 健康・医療について、必要だと思うこと

51.9

37.8

35.4

20.8

15.6

7.5

18.5

0% 20% 40% 60%

内容に興味があること

活動の場が近いこと

障害に対して配慮があること

送迎サービスがあること

介助があること

その他

無回答

n=6954

複数回答

どこかで運動をしている 

40.2％ 

運動をする場所別 
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就労の状況についておたずねします 
 

とい

問30 あなたは、現在
げんざい

働
はたら

いていますか。（○は１つだけ）  
 

◆ 現在働いている方は 38.8％、内訳は「会社員」が 16.9％、「パート・アルバイト」（7.8％）、

「地域活動支援センター（作業所）」（4.5％）、「就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事

業所」（4.1％）、等の順。「家事・介護・育児」は 2.6％、「働いていない」は 50.8％。 

 

問
とい

30 で 1番
ばん

から７番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-1 自分
じ ぶ ん

の障 害
しょうがい

のことを職場
しょくば

に伝
つた

えていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 自分の障害のことを職場に「伝えている」が 88.0％、「伝えていない」が 9.6％。 

 

 

  

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

88.0

9.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝えている

伝えていない

無回答
n=2664

働いている 

38.8％ 

就労状況別 合計 伝えてい
る

伝えてい
ない

無回答

全体 2664 88.0 9.6 2.4
問30 現在の就 会社員 1178 91.3 7.4 1.3

公務員 127 91.3 7.1 1.6

自営業 155 74.8 19.4 5.8

パート・アルバイト 543 75.5 22.7 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 96.8 1.6 1.6

地域活動支援センター（作業所） 311 92.6 1.6 5.8

就労移行支援・生活介護などの福祉サービス事業所 287 96.5 0.7 2.8

問30-1 自分の障害のことを職場
に伝えているか



＜全体＞ 

37 
 

とい

問30-2 仕事上
しごとじょう

で困
こま

っていることはありますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 仕事上で困っていることがある方は 53.7％。困っていることは、「職場までの通勤が大変」

が 15.7％、「職場でのコミュニケーションがうまくとれない」（15.3％）、「障害がない人と

比べて仕事の内容や昇進などに差がある」（12.6％）、「障害について理解をしてもらえな

い」（11.0％）、等の順。一方、「困っていることはない」は 44.9％。 

◆ 就労別にみると、「会社員」「パート・アルバイト」は「職場までの通勤が大変」が、「自営

業」は「休みがない」が、「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援センター（作業所）」

「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「職場でのコミュニケーションがう

まくとれない」が、「公務員」は「職場までの通勤が大変」と「職場の建物や設備が配慮が

足りない」が同率で最も高くなっている。 

 

  

15.7

15.3

12.6

11.0

9.4

7.8

7.2

7.1

14.0

41.9

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職場までの通勤が大変

職場でのコミュニケーションが

うまくとれない

障害がない人と比べて仕事の内容

や昇進などに差がある

障害について理解をしてもらえない

職場や仕事について相談するところ

がない

休みが少ない

仕事がむずかしい

職場の建物や設備に配慮が

足りない

その他

困っていることはない

無回答

n=2664

複数回答

仕事上で 

困っていることがある 

53.7％ 

就労状況別 

合計 仕
事
が
む
ず
か
し
い

休
み
が
少
な
い

障
害
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
も
ら
え
な
い

職
場
ま
で
の
通
勤
が
大
変

職
場
の
建
物
や
設
備
に
配
慮
が
足
り
な
い

職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ

な
い

障
害
が
な
い
人
と
比
べ
て
仕
事
の
内
容
や
昇
進
な

ど
に
差
が
あ
る

職
場
や
仕
事
に
つ
い
て
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
な
い

そ
の
他

困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体 2664 7.2 7.8 11.0 15.7 7.1 15.3 12.6 9.4 14.0 41.9 4.4

会社員 1178 8.6 10.1 14.1 21.7 7.8 15.3 18.3 10.0 12.6 37.8 2.4

公務員 127 10.2 11.8 11.0 16.5 15.0 11.8 9.4 12.6 11.0 37.0 3.9

自営業 155 7.1 8.4 4.5 6.5 0.6 1.9 3.9 7.7 16.1 54.8 8.4

パート・アルバイト 543 6.3 6.6 14.5 13.3 7.2 16.0 13.3 12.5 16.4 42.7 2.6

就労継続支援Ａ型事業所 63 6.3 12.7 4.8 17.5 9.5 23.8 17.5 11.1 15.9 41.3 6.3

地域活動支援センター（作業所） 311 3.9 2.6 1.6 7.7 5.1 13.8 1.9 4.8 14.5 49.2 10.9

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 5.9 2.8 7.0 8.4 5.9 22.3 4.2 4.9 14.3 44.3 6.6

問30-2 仕事上で困っていること

問30
現在
の就
労



＜全体＞ 

38 
 

とい

問30-3 今後
こ ん ご

の就労
しゅうろう

意向
い こ う

についておたずねします。（○は１つだけ）    
 

◆ 今後の就労意向について、「今後も今の仕事を続けたい」が 65.2％、「違う仕事に変わりた

い」が 12.5％、一方、「仕事をやめたい」は 2.7％。 

 

 

 

  

65.2

12.5

2.7

16.7

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

今後も今の仕事を続けたい

違う仕事に変わりたい

仕事をやめたい

どちらとも言えない

無回答
n=2664

合計 今後も今
の仕事を
続けたい

違う仕事
に変わり
たい

仕事をや
めたい

どちらと
も言えな
い

無回答

全体 2664 65.2 12.5 2.7 16.7 2.9

会社員 1178 69.6 11.8 3.7 13.7 1.3

公務員 127 77.2 6.3 4.7 11.0 0.8

自営業 155 71.0 7.1 2.6 16.1 3.2

パート・アルバイト 543 58.2 16.0 2.6 20.3 2.9

就労継続支援Ａ型事業所 63 61.9 20.6 3.2 14.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 63.3 10.6 1.0 18.6 6.4

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 55.1 14.3 0.0 23.7 7.0

問30-3 今後の就労意向

問30
現在
の就
労

就労状況別 



＜全体＞ 
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とい

問30-4 今
いま

の仕事
し ご と

の賃金
ちんぎん

・ 給 料
きゅうりょう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 今の仕事の賃金・給料について、『満足している』（「十分満足している」（23.0％）+「十分

ではないが満足している」（52.4％））は 75.4％、一方、「不満である」は 21.2％。 

 

 

 

 

 

  

23.0

52.4

21.2

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分満足している

十分ではないが満足している

不満である

無回答
n=2664

合計 十分満足
している

十分では
ないが満
足してい
る

不満であ
る

無回答

全体 2664 23.0 52.4 21.2 3.4

会社員 1178 26.5 52.6 19.3 1.6

公務員 127 42.5 50.4 7.1 0.0

自営業 155 20.0 53.5 20.0 6.5

パート・アルバイト 543 19.5 55.4 23.6 1.5

就労継続支援Ａ型事業所 63 20.6 60.3 19.0 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 13.5 51.8 26.7 8.0

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 19.5 44.9 25.8 9.8

問30-4 今の仕事の賃金・給料について

問30
現在
の就
労

『満足している』 

75.4％ 

就労状況別 



＜全体＞ 
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とい

問30-5 あなたが感
かん

じる 働
はたら

きがいについておたずねします。（○はいくつでも）   
 

◆ なんらかの働きがいを感じている人は 91.8％、具体的には、「好きなことにお金が使える」

が 53.0％、「働くことが楽しい」（37.8％）、「貯金ができる」（36.8％）等の順。一方、

「特にない」は 5.9％。 

◆ 「会社員」「自営業」「パート・アルバイト」「就労継続支援Ａ型事業所」「地域活動支援セ

ンター（作業所）」は「好きなことにお金が使える」が、「公務員」は「社会の役に立って

いる」が、「就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所」は「仲間ができて楽しい」

が最も高くなっている。 

 

 

 

  

53.0

37.8

36.8

36.7

33.3

32.7

30.7

30.3

3.5

5.9

2.3

0% 20% 40% 60%

好きなことにお金が使える

働くことが楽しい

貯金ができる

自立した生活が送れる

家族の生活を支えられる

社会の役に立っている

仲間ができて楽しい

自分の成長につながっている

その他

特にない

無回答

n=2664

複数回答

合計 貯
金
が
で
き
る

好
き
な
こ
と
に
お
金

が
使
え
る

社
会
の
役
に
立
っ

て

い
る

自
分
の
成
長
に
つ
な

が
っ

て
い
る

仲
間
が
で
き
て
楽
し

い 自
立
し
た
生
活
が
送

れ
る

家
族
の
生
活
を
支
え

ら
れ
る

働
く
こ
と
が
楽
し
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

会社員 1178 43.6 55.3 37.4 32.2 27.1 42.2 46.3 36.3 2.3 4.0 1.1

公務員 127 34.6 54.3 59.1 39.4 25.2 47.2 48.0 28.3 0.8 2.4 0.8

自営業 155 29.7 47.7 30.3 22.6 15.5 34.8 41.9 36.1 5.2 6.5 5.2

パート・アルバイト 543 42.7 60.0 33.5 30.6 29.1 37.6 30.9 40.3 4.1 5.0 1.8

就労継続支援Ａ型事業所 63 39.7 63.5 20.6 28.6 46.0 33.3 22.2 39.7 4.8 6.3 0.0

地域活動支援センター（作業所） 311 17.7 42.1 17.4 22.8 39.5 21.9 4.5 38.6 4.5 12.2 4.5

就労移行支援・生活介護などの福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 287 22.3 41.8 20.9 31.0 46.0 25.8 7.0 42.5 5.9 10.1 5.6

問30
現在
の就
労

問30-5 働きがいについて

働きがいを感じる 

91.8％ 

就労状況別 



＜全体＞ 
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問
とい

30 で「９． 働
はたら

いていない」と回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-6 あなたは過去
か こ

に 働
はたら

いていたことがありますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 過去に「働いていたことがある」が 60.9％、「働いていたことはない」が 30.1％。 

 

 

 

 

とい

問30-7 働
はたら

いていない理由
りゆう

は何
なん

ですか。（○はいくつでも）   
 

◆ 働いていない理由は、「体調が悪いため」（26.2％）、「未就学又は就学中のため」（22.7％）、

「高齢のため」20.9％、等の順。一方、「働きたくない」は 4.7％。 

 

 

  

合計 貯金が
できる

好きな
ことに
お金が
使える

社会の
役に
立って
いる

自分の
成長に
つな
がって
いる

仲間が
できて
楽しい

自立し
た生活
が送れ
る

家族の
生活を
支えら
れる

働くこ
とが楽
しい

その他 特にな
い

無回答

全体 2664 36.8 53.0 32.7 30.3 30.7 36.7 33.3 37.8 3.5 5.9 2.3

一人 703 40.3 59.3 33.4 31.9 25.2 45.5 19.6 34.3 3.3 6.1 2.0

妻又は夫 1320 42.6 55.5 40.4 35.1 30.8 41.1 50.6 41.4 3.4 3.6 1.1

子 455 44.4 55.4 39.6 34.9 31.9 39.8 53.0 41.8 4.4 2.9 1.1

親 434 41.5 58.1 27.6 33.2 35.9 32.9 24.7 41.7 3.9 5.5 2.5

兄弟・姉妹 223 47.1 61.9 35.9 38.6 35.9 36.8 27.8 44.8 4.0 4.0 1.3

友人・知人・仲間など 475 31.8 52.4 29.3 33.3 46.9 32.0 16.0 44.0 4.0 5.7 4.0

その他 134 29.9 44.8 27.6 26.9 29.1 32.8 15.7 32.8 8.2 13.4 3.7

問30-5 働きがいについて

問24-1 将来、
一緒に暮らし
たい人

16.9

7.8

4.5

4.1

2.2

1.8

0.9

2.6

50.8

2.2

6.1

0% 20% 40% 60%

会社員

パート・アルバイト

地域活動支援センター（作業所）

就労移行支援・生活介護などの福

祉サービス事業所

自営業

公務員

就労継続支援Ａ型事業所

家事・介護・育児

働いていない

その他

無回答
n=6954

60.9

30.1

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

働いていたことがある

働いていたことはない

無回答
n=3535

再掲 

将来一緒に 

暮らしたい人別 

26.2

22.7

20.9

12.3

11.2

11.2

7.6

4.7

1.5

15.6

15.2

0% 10% 20% 30%

体調が悪いため

未就学又は就学中のため

高齢のため

働くところがないため

自分に合う仕事がないため

自信がないため

通勤が困難なため

働きたくない

家族などの反対があるため

その他

無回答

n=3535

複数回答



＜全体＞ 
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とい

問30-8 今後
こんご

の就労希望
しゅうろうきぼう

についておたずねします。（○は１つだけ）   
 

◆ 働いていない方のうち、今後働きたい方は 38.7％、具体的には、「一般企業の常勤従業

員や公務員などの常勤従業員として働きたい」が 15.5％、「障害福祉サービス事業所等

を利用して働きたい」（12.7％）、「パートやアルバイトとして働きたい」（8.9％）等の

順。一方、「働きたくない」は 22.1％。 

 

 

 

     問
とい

30-8 で 1番
ばん

から～4番
ばん

までに回答
かいとう

した方
かた

にうかがいます。 

とい

問30-8-1 どのようなところで 働
はたら

きたいですか。（○は１つだけ） 
 

◆ 働きたい場所は、「できる限り自宅の近くが良い」が 45.4％、「自宅から通える範囲な

らどこでも良い」（38.0％）、「自宅で働きたい」（6.7％）等の順。 

 

 

 

 

 

  

15.5

12.7

8.9

1.6

17.5

22.1

21.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

一般企業の常勤従業員や公務員などの

常勤従業員として働きたい

障害福祉サービス事業所等を利用して働

きたい

パートやアルバイトとして働きたい

起業したり、家業を継いだりしたい

その他

働きたくない

無回答

n=3535

45.4

38.0

6.7

6.1

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

できる限り自宅の近くが良い

自宅から通える範囲ならどこでも良い

自宅で働きたい

どこでも良い

無回答 n=1367

働きたい 

38.7％ 



＜全体＞ 
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とい

問31  全
すべ

ての方
かた

におたずねします。 新
あたら

しい仕事
しごと

についたり、仕事
しごと

を続
つづ

けるために、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
お も

いますか。（○はいくつでも）   

 

◆ 新しい仕事についたり、仕事を続けるために何らかの支援が必要と思う人は 78.8％、具体的

には、「一人ひとりの状況にあった仕事の紹介」が 52.0％、「企業や雇用主の障害者に対する

理解の促進」（43.3％）、「勤務時間、勤務形態への配慮」（41.1％）、「今の職場で働く上で困

ったときに気軽に相談できるところ」（33.2％）、「新しい仕事に関する相談、情報提供」

（30.6％）等の順。一方「そのような支援は必要ない」は 6.1％。 

 

 

 

  

52.0

43.3

41.1

33.2

30.6

28.8

21.0

19.7

17.6

14.6

13.6

8.1

6.1

15.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一人ひとりの状況にあった仕事の紹介

企業や雇用主の障害者に対する理解の促進

勤務時間、勤務形態への配慮

今の職場で働く上で困ったときに気軽に相談

できるところ

新しい仕事に関する相談、情報提供

仕事に慣れるまで助言や手助けをするコー

ディネーター

新しい技術や職業能力を身につける場や機

会

軽作業などを通じて対人関係を学んだり、日

常生活のリズムを身につける

仕事や職場環境に慣れるための手伝いをし

てくれる専門家（ジョブコーチ）の派遣

作業を通して就労の訓練を行う

企業への職場実習等を通じた就労に向けた

訓練

その他

上記のような支援は必要ない

無回答

n=6954

複数回答

必要だと思う 

78.8％ 



＜全体＞ 
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医療と健康についておたずねします 
 

とい

問32 あなたは現在
げんざい

医療
いりょう

機関
きかん

にかかっていますか。（○は１つだけ）   
 

◆ 現在医療機関に「通院している」が 78.9％、「往診を受けている」が 4.0％、「入院している」

が 1.6％。一方、「かかっていない」は 12.5％。 

 

 

 

 
とい

問33 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、風邪
か ぜ

をひいた時
とき

などに診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

く

のクリニックなどへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  
 

とい

問34 あなたは、 障 害
しょうがい

を専門
せんもん

に診察
しんさつ

してくれる主治医
し ゅ じ い

の他
ほか

に、歯
は

のことで診察
しんさつ

を受
う

ける近
ちか

くの歯科
し か

クリ

ニックへ受診
じ ゅ し ん

していますか。（○はいくつでも）  

 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他にクリニックなどへ「受診している」が 77.4％、「受

診したいが、受信できない」が 1.9％、「受診していない」が 16.8％。 

◆ 障害を専門に診察してくれる主治医の他に歯科クリニックへ「受診している」が 66.9％、「受

診したいが、受信できない」が 3.8％、「受診していない」が 24.8％。 

 

 

 

  

78.9

4.0

1.6

12.5

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院している

往診を受けている

入院している

かかっていない

無回答
n=6954

77.4

1.9

16.8

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954

クリニックなどへ受診 

歯科クリニックへ受診 66.9

3.8

24.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

受診している

受診したいが、受診できない

受診していない

無回答
n=6954



＜全体＞ 
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とい

問35 病 院
びょういん

での
こま

困りごとはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 病院での困りごとがある方は 25.9％、具体的には、「待合室での居場所がない、または、待合

室に居づらい」が 10.0％、「治療の説明がよくわからない」（9.0％）、「障害特性を理解しても

らえない」（7.7％）、「話をきちんと聞いてもらえない」（6.0％）等の順。一方、「特に困った

ことはない」は 63.4％。 

 

 

 
  

10.0

9.0

7.7

6.0

3.3

2.9

2.7

1.1

63.4

10.7

0% 20% 40% 60% 80%

待合室での居場所がない、または、待合室に居づらい

治療の説明がよくわからない

障害特性を理解してもらえない

話をきちんと聞いてもらえない

障害特性に応じたコミュニケーション手段を用意してもらえない

障害を理由に受診を断わられる

移動する手段がない等の理由で、病院に行くことができない

障害を理由に診察の順番を後回しにされる

特に困ったことはない

無回答
n=6954

複数回答

合計 障害特
性に応
じたコ
ミュニ
ケー
ション
手段を
用意し
てもら
えない

障害を
理由に
受診を
断わら
れる

障害特
性を理
解して
もらえ
ない

話をき
ちんと
聞いて
もらえ
ない

待合室
での居
場所が
ない、
また
は、待
合室に
居づら
い

障害を
理由に
診察の
順番を
後回し
にされ
る

治療の
説明が
よくわ
からな
い

移動す
る手段
がない
等の理
由で、
病院に
行くこ
とがで
きない

特に
困った
ことは
ない

無回答

全体 6954 3.3 2.9 7.7 6.0 10.0 1.1 9.0 2.7 63.4 10.7

受診している 4653 3.2 2.6 6.9 5.4 8.7 0.8 9.0 2.0 68.0 8.0

受診したいが、受診できない 267 7.5 9.4 20.6 14.2 30.3 3.0 13.5 11.6 34.8 8.2

受診していない 1728 3.0 2.7 8.2 6.8 11.1 1.5 8.8 3.2 63.1 9.0

問35 病院での困りごと

問34 障害を専門に診察し
てくれる主治医以外の歯
科クリニックへ受診

病院での困りごとがある 

25.9％ 

障害を専門に診察してくれる 

主治医以外のクリニックなど 

へ受診状況別 
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問
とい

36 あなたの健康
けんこう

・医療
いりょう

について、必要
ひつよう

だと思
おも

うことはなんですか。（○はいくつでも）  
 

◆ 健康・医療について必要だと思うことは、「十分な睡眠と休養」（49.7％）、「適度な運動」が

49.6％、「薬の管理」（37.3％）、「定期的な健康診断」（36.7％）等の順。一方、「特に何もな

い」は 13.3％。 

 

 

 

  

49.7

49.6

37.3

36.7

32.5

28.1

24.9

23.5

10.7

11.7

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分な睡眠と休養

適度な運動

薬の管理

定期的な健康診断

自分の障害・病気について、相談できる場所

自分の体調について、相談できる場所

栄養面での管理・指導

口腔ケア

訪問看護や往診など、在宅医療の利用

特に何もない

無回答
n=6954

複数回答



＜全体＞ 
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※１年
ねん

以上
いじょう

、病 院
びょういん

で過
す

ごしている方
かた

にうかがいます。 

とい

問37 病 院
びょういん

での生活
せいかつ

が長
なが

くなっている理由
りゆう

はどのようなものですか。（○は１つだけ）   
 

◆ 病院での生活が長くなっている理由は、「治療の継続が必要」が 66.2％。 

 

 

 

災害関係についておたずねします 
 

問
とい

38  災害
さいがい

時
じ

への備
そな

えとして、どんなことをしていますか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害時への備えとして、「災害時の水や食糧を準備している」が 46.4％、「自分の避難先(地域

防災拠点など)を確認している」（45.1％）等の順。一方、「特に何もしていない」は 25.0％。 

 

 

 

  

66.2

2.7

1.5

1.2

0.3

0.0

19.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80%

治療の継続が必要

退院に向けた環境は整っているが、退院後の生活が不安

退院したあと、施設やグループホームでの暮らしを考えているが、空きがない

帰る家がない

情報がないため、退院するイメージがわかない

退院したいが協力してくれる人がいない

わからない

無回答 n=331

46.4

45.1

19.8

14.1

10.6

8.1

2.7

25.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

災害時の水や食糧を準備している

自分の避難先（地域防災拠点など）を確認している

家族や支援してくれる人と、災害時の対応について、話をしている

防災訓練などに参加している

障害状況により必要な装具・補装具・薬・酸素ボンベなどを準備している

地域の人に事情を伝えている（要援護者名簿等への記載など）

在宅医療機器の予備電源や予備バッテリーを準備している

特に何もしていない

無回答

n=6954

複数回答

災害時への 

備えをしている 

71.0％ 



＜全体＞ 
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問
とい

39 災害
さいがい

に備
そな

えていても、不安
ふあん

に思う
おも 

ことは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 
 

◆ 災害に備えていても、不安に思うことは、「避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせる

か」（44.0％）、「避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか」（40.3％）、「避難場所まで

たどり着けるか」39.0％、「避難場所の設備が障害に配慮されている(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰになっている)

か」（29.8％）等の順。 

 

 

 

 

44.6

40.3

39.0

29.8

23.6

14.4

12.0

7.1

17.6

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難場所で周りの人や知らない人とうまく過ごせるか

避難場所の人が自分の障害を理解してくれるか

避難場所までたどり着けるか

避難場所の設備が障害に配慮されている（バリアフリーになっている）か

避難勧告などの重要な情報がきちんと障害者にも入ってくるか

風水害に対する対処方法がわからない

避難場所がわからない

停電で在宅医療機器が使えなくなるのではないか

その他

無回答

n=6954

複数回答


